
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
と
は
、
各
国
の

男
女
格
差
を
数
値
化
し

た
も
の
で
、
教
育
、
経

済
、
保
健
、
政
治
の
４

分
野
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
▼
男
女
格
差
が
最
も
小
さ
い

国
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
、
12
年
連

続
１
位
を
守
っ
て
い
ま
す
。
１
９

７
０
年
代
ま
で
は
、
日
本
同
様
男

性
優
位
だ
っ
た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
、

１
９
７
６
年
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
法

を
制
定
し
、
女
性
を
積
極
的
に
登

用
す
る
社
会
へ
と
転
換
し
ま
し
た
。

当
時
の
首
相
は
「
女
性
の
能
力
、

感
性
、
発
想
な
ど
を
社
会
が
十
分

活
用
し
な
い
の
は
、
企
業
や
経
済

に
と
っ
て
も
損
失
」
と
語
っ
て
い

ま
す
▼
日
本
は
先
進
国
の
中
で
も

順
位
が
非
常
に
低
く
、
２
０
２
１

年
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

で
は
１
２
０
位
で
し
た
。
日
本
の

場
合
、
経
済
と
政
治
分
野
で
の
ス

コ
ア
が
総
合
順
位
を
引
き
下
げ
て

い
ま
す
。
今
後
の
課
題
は
、
政
治

分
野
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
男
女
比
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解

決
し
て
い
く
か
と
、
賃
金
・
年
金

の
男
女
格
差
を
な
く
す
か
だ
と
思

い
ま
す
▼
人
を
大
事
に
す
る
社
会
、

希
望
あ
る
社
会
に
す
る
た
め
に
も
、

自
助
を
押
し
付
け
る
社
会
保
障
を

立
て
直
し
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
、
人
に
や
さ
し
い
社
会
に
な

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

（
田
中

美
代
子

記
）

仲間づくり

(7月 26日現在 )

１５８名

７
月
17
日
、
午
前
８
時
半
頃
よ

り
約
２
時
間
弱
、
高
森
エ
リ
さ
ん

宅
の
、
庭
と
道
沿
い
の
草
取
り
を
、

豊
留
正
利
さ
ん
、
原
信
子
さ
ん
の

３
人
で
や
り
ま
し
た
。
高
森
さ
ん

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
週
３
回
行

か
れ
て
、
歩
く
の
も
か
な
り
辛
そ

う
で
す
。

高
森
さ
ん
と
自
分
た
ち
の
都
合

に
合
わ
せ
て
日
曜
日
で
し
た
が
、

天
気
も
晴
れ
て
き
て
、
作
業
に
は

好
都
合
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
時

間
が
経
っ
て
く
る
と
だ
ん
だ
ん
と

暑
く
な
る
は
、
蚊
が
出
て
く
る
は

で
大
変
で
し
た
が
、
高
森
さ
ん
が

喜
ん
で
く
れ
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
三
人
と
も
汗
び
っ
し
ょ

り
に
な
り
、
無
事
終
了
。
帰
り
際

に
町
内
の
ゴ
ミ
出
し
場
に
草
を
運

ん
で
、
高
森
さ
ん
に
見
送
ら
れ
帰

途
に
つ
き
ま
し
た
。

（１） 第３０４号 き ら ら ２０２２．７．２６
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第
１
号
は
汗
び
っ
し
ょ
り
の
「
草
取
り
」

く
ら
し
福
祉
助
け
合
い
部

助
け
合
い
活
動

中
川

一
春

て
、
心
打
た
れ
る
お
話
も
あ
り
ま

し
た
。
私
も
あ
れ
こ
れ
と
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
恒
例
の
「
炭
坑
節
」
と

「
鈴
鹿
音
頭
」
を
踊
っ
て
終
わ
り

ま
し
た
。

来
年
も
、
お
し
ゃ
れ
し
て
元
気

な
顔
で
お
会
い
し
た
い
で
す
。
楽

し
い
半
日
で
し
た
。

役
員
さ
ん
お
世
話
し
て
下
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
今
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
、
そ
こ
ま
で
は
無
理
な

こ
と
で
す
が
、
先
日
の
誕
生
会
で

は
、
午
後
の
短
い
時
間
で
し
た
が
、

自
己
紹
介
に
加
え
、
今
自
分
が
思
っ

て
い
る
事
、
楽
し
い
話
、
悲
し
い

事
な
ど
、
何
で
も
話
し
て
く
だ
さ
っ

私
は
年
金
者
組
合
の
誕
生
会
に

何
回
目
の
参
加
か
、
分
か
ら
な
い

で
す
が
、
多
分
十
数
回
だ
と
思
い

ま
す
。

以
前
は
、
役
員
さ
ん
方
が
、
い

ろ
い
ろ
と
料
理
、
お
菓
子
、
デ
ザ
ー

ト
な
ど
作
っ
て
下
さ
り
、
美
味
し

く
い
た
だ
き
、
お
も
て
な
し
を
し

定
永

陽
子

来
年
も
、
お
し
ゃ
れ
し
て

４
～
６
月
生
ま
れ
誕
生
会

脳
溢
血
を
克
服

今
回
の
誕
生
会
は
男
性
の
参

加
が
少
な
か
っ
た
で
す
。

西
川
源
喜
さ
ん
の
お
話
で
す
。

82
歳
に
な
ら
れ
た
西
川
さ
ん
は
、

奥
さ
ん
を
３
年
前
に
亡
く
さ
れ
、

現
在
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

２
０
２
２
年
３
月
に
脳
溢
血

で
入
院
治
療
さ
れ
ま
し
た
が
、

自
分
で
出
来
る
こ
と
は
何
で
も

さ
れ
て
い
ま
す
。
２
匹
の
愛
犬

と
生
活
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

１
匹
は
５
月
18
日
に
癌
で
亡
く

な
り
、
残
る
１
匹
は
糖
尿
病
の

た
め
毎
日
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
注
射

を
し
て
い
ま
す
。

車
の
運
転
は
、
事
故
で
も
す

る
と
危
な
い
か
ら
と
、
子
供
に

注
意
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

今
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
や
は

り
車
の
な
い
生
活
は
不
便
で
あ

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

夕
方
１
時
間
程
度
は
一
人
で

散
歩
を
始
め
て
み
え
ま
す
が
、

他
に
も
何
か
出
来
る
こ
と
を
探

し
て
い
ま
す
。
話
し
相
手
も
い

な
い
の
で
行
事
等
機
会
が
あ
れ

ば
こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
参
加

し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
見
え

ま
し
た
。

（
聞
き
取
り
）
田
中

美
代
子

西
川

源
喜

年
金
者
組
合
は
、
楽
し
み

７
分
、
活
動
３
分
を
か
か

げ
、
高
齢
期
を
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
助
け

合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
い

こ
う
と
す
る
組
合
で
す
。

誕生会恒例の踊り 写真提供 勝谷 鐵幸
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市
の
バ
ス
政
策

共
助
あ
っ
て
公
助
な
し

バ
ス
の
会

対
市
懇
談

市
長
宛
要
望
書
を
提
出

バ
ス
の
会
は
、
７
月
14
日
、
鈴

鹿
市
都
市
計
画
副
参
事
、
同
課
長
、

長
寿
社
会
課
課
長
さ
ん
等
と
懇
談

し
ま
し
た
。

バ
ス
の
会
の
橋
詰
さ
ん
か
ら
、

市
長
宛
要
望
書
を
渡
し
、
辻
井
さ

ん
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。
オ
ン
デ

マ
ン
ド
の
便
利
な
こ
と
、
な
ぜ
無

料
な
の
か
、
福
祉
の
観
点
か
ら
生

活
バ
ス
を
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
、

等
に
力
を
込
め
ま
し
た
。

対
し
て
福
祉
長
寿
課
長
は
、
各

地
域
協
議
会
の
発
足
時
に
は
コ
ミ

バ
ス
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
の
話

が
出
た
が
、
現
在
は
出
て
い
な
い

と
発
言
。
つ
ま
り
公
助
で
は
な
く
、

共
助
の
発
想
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
思
い
ま
し
た
。

地
域
協
議
会
に
お
け
る
送
迎
時

に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
場
合
具
体

的
に
ど
う
す
る
の
か
と
質
問
し
た

が
返
答
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

送
迎
時
の
事
故
、
病
院
送
迎
時
の

時
間
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
考

え
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。先

ず
思
っ
た
の
は
、
共
助
あ
っ

て
公
助
な
し
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
一
の
宮
地
区
の
実
証
実

験
は
、
近
々
終
了
と
の
事
で
し
た
。

そ
の
実
証
実
験
の
検
証
会
議
に
は

地
域
代
表
20
人
が
出
席
、
そ
の
会

議
の
中
で
は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
が

話
題
に
な
っ
て
い
た
と
、
都
市
計

画
課
長
が
述
べ
ま
し
た
。

鈴鹿市長 末松則子様
2022 年７月１４日

鈴鹿市民のコミバスをよくする会
市長の責任で「生活交通の充実」をす
すめて下さい（要望）
（前略） 市長さんからの「市内何処へ行っ

ても生活交通を何とかしてほしいという声
を聞くので何とかしたい。会の皆さんの思
いは私たちの考えと大きな違いはない。オ
ンデマンドや路線形式、有料無料、いろい

ろ試行したい。」という発言に期待してき
ました。
しかし、一の宮地区での実証実験の現況と、
先日策定された「地域公共交通計画」に、

残念な思いを募らせています。
末松市長さん３期目最後の年に、公約に

も掲げられた「生活交通の充実」を着実に
実現させるために、以下の３項目で市長さ

んのリーダーシップを発揮して頂くことを
要望します。文書での回答をお願いします。
１，「生活交通の充実」を推進する、専門
部署を作ってください。

※桑名市では市長直轄部署として「MaaS」
推進室を作って、次世代移動手段の実証実
験をすすめています。

２，一の宮地区での実証実験を抜本的に見
直してください。
※人口集積の低い鈴鹿市での路線バス形式
の失敗は明らかです。一の宮に長太、箕田

地区を加えた地域でオンデマンドバスの実
証実験を進めてください。
３，石薬師地区で、住民の要望署名に応え
た計画を行政の責任で進めてください。

中
川

一
春

年
金
者
組
合
鈴
鹿
支
部
創
設
時

の
仲
間
の
一
人
で
あ
り
、
労
働
組

合
運
動
の
大
先
輩
で
あ
っ
た
川
島

暮
ら
し
と
活
動
の
力
強
い
後
ろ
盾

辻
井

良
和

れ
て
い
て
「
海
の
Ｇ
メ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
お
仕
事
で
し
た
。
そ
の
中

で
、
公
務
員
の
労
働
組
合
の
指
導

的
な
役
割
を
担
っ
て
お
ら
れ
、
愛

康
知
さ
ん
が
亡
く
な
り
、
４
歳
若

い
私
は
特
別
に
淋
し
く
感
じ
ま
す
。

川
島
さ
ん
は
、
名
古
屋
税
関
で

輸
出
入
の
物
品
の
検
査
を
担
当
さ

知
県
を
中
心
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

退
職
し
た
後
、
三
重
県
年
金
者

組
合
に
加
入
し
て
お
ら
れ
、
鈴
鹿

支
部
を
結
成
す
る
と
き
の
世
話
人

の
一
人
で
し
た
。
人
の
意
見
を
じ
っ

く
り
聞
い
た
の
ち
、
そ
の
時
の
大

切
な
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
穏
や
か

に
話
さ
れ
る
人
柄
は
、
信
頼
感
の

あ
る
「
大
人
」
の
風
格
が
あ
り
ま

だ

い

じ

ん

し
た
。

鈴
鹿
支
部
の
新
聞
「
き
ら
ら
」

の
２
代
目
編
集
長
を
引
き
受
け
、

当
時
新
し
い
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

追

悼

川

島
康
知
さ

ん

写
真
を
入
れ
た
り
、
カ
ラ
ー
刷

り
の
も
の
に
し
た
り
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
読
ま
れ
る

新
聞
を
と
、
新
し
い
試
み
を
さ

れ
、
今
日
の
「
き
ら
ら
」
の
元

を
創
ら
れ
ま
し
た
。

晩
年
は
、
健
康
に
恵
ま
れ
ず
、

若
い
時
か
ら
の
ヘ
ル
ペ
ス
の
痛

み
を
抱
え
な
が
ら
、
自
身
の
医

療
に
も
気
を
配
り
、
病
気
が
ち

な
奥
さ
ん
（
愛
子
さ
ん
）
の
お

世
話
も
さ
れ
、
年
金
者
組
合
の

活
動
に
も
参
加
さ
れ
、
国
の
政

治
や
地
元
の
政
治
に
も
し
っ
か

り
と
意
見
を
述
べ
て
お
ら
れ
、

懸
命
に
生
き
ら
れ
た
こ
と
を
深

く
感
じ
ま
す
。

身
近
で
優
れ
た
先
輩
に
恵
ま

れ
、
鈴
鹿
に
住
ん
で
い
る
私
に

と
っ
て
も
、
幸
せ
な
暮
ら
し
と

活
動
の
力
強
い
後
ろ
盾
で
し
た
。

川
島
康
友
さ
ん
さ
よ
う
な
ら
、

あ
り
が
と
う
。
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７
月
15
日
、
佐
倉
代
表
は
じ
め

サ
ッ
カ
ー
場
の
建
設
中
止
と
計
画
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る

森
を
愛
す
る
会

市
長
宛
「
申
し
入
れ
書
」提
出

６
名
が
、
末
松
市
長
（
市
長
打
ち

合
わ
せ
中

秘
書
課
長
）
に
「
青

少
年
の
森
公
園
破
壊
の
サ
ッ
カ
ー

場
建
設
計
画
白
紙
撤
回
の
申
し
入

れ
」
を
行
い
ま
し
た
。

４
月
５
日
に
は
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
（
日

本
サ
ッ
カ
ー
協
会
）
規
律
委
員
会

が
鈴
鹿
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
ズ
と

関
係
会
社
役
員
等
へ
懲
罰
を
決
定

し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
６
月
28
日
に
は
、
Ｊ

リ
ー
グ
理
事
会
が
、
鈴
鹿
ポ
イ
ン

ト
ゲ
ッ
タ
ー
ズ
に
対
し
、
Ｊ
３
昇

格
に
必
要
な
「
百
年
構
想
ク
ラ
ブ
」

の
資
格
を
失
格
と
す
る
決
定
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ポ
イ
ン

ト
ゲ
ッ
タ
ー
ズ
の
来
期
Ｊ
３
昇
格

は
無
く
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
、
鈴
鹿
市
長
は
、

「
処
分
と
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
は
別

問
題
、
今
後
も
支
援
し
て
い
く
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
」
「
重
く
受

け
止
め
て
い
る
、
今
後
に
つ
い
て

は
ク
ラ
ブ
の
方
針
を
確
認
し
た
う

え
で
協
議
し
て
い
く
」
と
ま
る
で

他
人
事
の
よ
う
な
態
度
で
し
た
。

そ
う
い
う
市
長
に
対
し
て
の
申

し
入
れ
書
は
別
掲
の
通
り
で
す
。

勝
谷

鐵
幸

７
月
16
日
、
２
回
目
の
上
映
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

ひ
と
り
の
少
女
が
、
そ
の
鋭
い

感
性
と
科
学
的
な
知
性
で
、
自
分

が
生
き
る
環
境
の
未
来
を
守
り
た

い
と
、
た
っ
た
一
人
で
立
ち
上
が

り
、
鈍
感
で
現
状
黙
認
、
惰
性
で

暮
ら
す
、
世
界
の
人
々
を
覚
醒
さ

せ
て
い
く
、
勇
気
あ
る
行
動
力
に

感
動
、
心
揺
り
動
か
せ
ら
れ
ま
し

た
。
若
者
の
鋭
い
反
応
力
を
羨
ま

し
く
思
い
な
が
ら
。

わ
た
し
た
ち
三
重
県
人
は
四
日

市
公
害
を
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

四
日
市
公
害
の
企
業
責
任
を
認
め

た
判
決
が
出
て
か
ら
、
50
年
に
な

り
ま
す
。
環
境
破
壊
の
真
の
原
因

の
追
究
と
そ
の
解
決
へ
の
運
動
を

ど
う
作
る
か
。
止
ま
っ
て
い
ら
れ

な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

少
女
の
感
性
と
行
動
力

映
画｢

グ
レ
タ
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
挑
戦
」
上
映
会

鈴鹿市長 末松 則子 様
青少年の森公園破壊のサッカー場
建設計画 白紙撤回の申し入れ

（前略）

１，昨年来、問題となっている貴職の計画した県
立公園青少年の森公園（以下、「公園」と省略す

る）を破壊する、サッカー場建設計画は一営利業
者を利するために５ヘクタールの広大な公園緑地

を破壊し無償で貸与し、一万人を超える多数の公
園利用者（主権者）の権利を犠牲にする計画は民

主政治のプロセスを無視した貴職（市長）の私的
な動機による恣意的計画であり、違法であるから

公園破壊のサッカー場建設計画は即時中止・白紙
撤回することを申し入れます。
２，日本国憲法は民主主義が原則であり、その主

権は国民にあります。この政治原則・法に従い政
治が行われ、行政権の行使には全て法的根拠がな

くてはならない、法治主義が政治原則であります。
３，鈴鹿市は、この法令順守を推進するためコン

プライアンス推進大綱を設置し、行動規範を次の
ように定めております。(中略）

４，上記に示したように鈴鹿市はコンプライアン
ス（法令順守）を設置しその推進本部長は市長・

貴職であります。
このように貴職は市長の職責として法令順守の推

進責任者でありながらサッカー場建設では自身の
独断で決めた政策は上記に示すコンプライアンス
指針と相反することは明白であり、すなわち法的

根拠のない違法な計画を企てていることは、違法
であることは明白であります。

５，さらに本件問題のサッカー場計画が不当な計
画であることが明確になったことは、貴職が執着

して支援するアンリミテッド（サッカー運営会社）
はルール違反があったことが判明し、資格停止処

分を受け、当分サッカーの上位ランクへの格資格
を停止されたことであります。

スポーツの世界でもルールに違反すれば資格を失
い、ゲームは無効になるのです。

行政ならさらに厳格でなくてはならず、それが法
令順守であります。

貴職も政治のルールに違反して決めたサッカー場
建設は無効であることは当然であります。
６，以上示したことから貴職の決めたサッカー場

建設は法的根拠の無違法な計画であることは明白
であり直ちに計画の白紙撤回を表明し公園利用の

回復を行い、現在設置してある障害物（フェンス、
看板等）の撤去を直ちに行うことを求めます。

７，尚、夏休みが迫っており、公園利用者は公園
の全面回復を待ち望んでおりますので回答は来る

２０日までに返答いただくよう願います。 以上。
令和４年７月１５日

鈴鹿青少年の森を愛する会
代表 佐倉 邁 鈴鹿市白子本町 20-13

内田信也 鈴鹿市寺家１丁目 24-25

橋詰圭一 鈴鹿市岸岡町 2874-1

市長宛申し入れ書を提出 写真提供 勝谷鐵幸



次
回
は
、
８
月
17
日
（
水
）
９

時
か
ら
、
御
座
池
公
園
で
行
い
ま

す
。
雨
天
の
場
合
は
19
日
（
金
）

に
な
り
ま
す
。

（
佐
藤

元
教

記
）

ト
ラ
ベ
ル
の
会

（４）第３０４号 き ら ら ２０２２．７．２６

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

優
勝
は
奥
山
正
子
さ
ん

ホ
ー
イ
ン
ワ
ン
賞
に
記
録

７
月
８
日
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
は

６
名
の
参
加
で
し
た
。

次
回
は
、
８
月
12
日
第
２
金
曜

日
、
場
所
は
い
つ
も
の
白
子
コ
ミ

セ
ン
で
す
。
時
間
は

10
時
か
ら

12
時
ま
で
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

（
中
川

信
子

記
）

７
月
15
日
は
、
５
名
の
参
加
で

し
た
。
コ
ロ
ナ
の
第
７
波
が
や
っ

て
き
た
の
で
、
皆
さ
ん
自
粛
し
て

い
る
の
か
な
？
参
加
者
は
少
な
く
、

半
分
練
習
、
半
分
お
し
ゃ
べ
り
で

し
た
。

こ
れ
も
ま
た
楽
し
か
っ
た
で
す
。

８
月
の
案
内

８
月
19
日
（
金
）
13：

30
～

16：

00
。
白
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

ホ
ー
ル
。

用
意
す
る
も
の

上
靴
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

（
桑
原

篤

記
）

８
月
休
み
ま
す
。

（
定
永

陽
子

記
）

卓
球
を
楽
し
も
う

史
跡
め
ぐ
り
の
会

七
月
十
日
に
行
わ
れ
た
第

26
回
参
議

院
選
挙
は
、
改
選
議
席
１
２
５
に
対
し
て
、

与
党
（
自
・
公
）
76
、
野
党
49
が
当
選
、

改
選
前
の

69
対
51
と
比
べ
る
と
、
与
党

７
増
、
野
党
２
減
と
い
う
結
果
で
、
マ
ス

コ
ミ
が
言
う
よ
う
に
与
党
の
勝
利
と
な
っ

た
わ
け
で
す
。

「
戦
争
か
平
和
か
」
が
問
わ
れ
た
大
事

な
選
挙
で
、
平
和
勢
力
の
躍
進
を
信
じ
て

い
た
私
た
ち
に
は
、
正
直
が
っ
か
り
感
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
投
票
の
結
果
に
つ

い
て
、
詳
し
く
み
て
み
る
と
、
決
し
て

「
ま
け
た
」
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

自
民
党
は
、
今
回
定
数
１
の
選
挙
区
で

28
勝
４
敗
と
圧
勝
し
て
お
り
、
前
回
・
前
々

回
の

22
勝

10
敗
、
21
勝
11
敗
と
比
べ
、

数
が
増
え
た
の
は
、
１
票
で
も
多
い
方
が

勝
ち
、
少
な
い
方
は
ゼ
ロ
と
な
る
１
人
区

の
所
以
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
回
、
野
党
共
闘
が
う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ

た
こ
と
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
比

梅
雨
が
明
け
た
か
、
猛
暑
か
は
っ

き
り
し
な
い
日
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
味

方
し
た
の
で
し
ょ
う
か
、
朝
か
ら

好
天
に
恵
ま
れ
す
こ
ぶ
る
良
い
記

録
が
出
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
賞
が
一
人
で
５
回
も

出
さ
れ
た
人
が
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
全
試
合
で
16
個
と
い
う
成
績

も
出
ま
し
た
。
こ
れ
は
記
録
に
残

し
た
い
も
の
で
す
ね
。

ト
ッ
プ
賞
は
奥
山
正
子
さ
ん
、

ブ
ー
ビ
ー
賞
は
中
川
美
代
子
さ
ん
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
は
、
岡
本
美

千
子
さ
ん
１
個
、
奥
山
正
子
さ
ん

３
個
、
佐
藤
元
教
１
個
、
豊
留
正

利
さ
ん
２
個
、
豊
留
和
子
さ
ん
５

個
、
中
川
美
代
子
さ
ん
１
個
、
山

際
節
子
さ
ん
３
個
の
計
16
個
で
し

た
。 ８

月
の
行
動
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。

会
合
を
、
８
月
22
日
（
月
）
13
時

30
分
か
ら
、
市
役
所
15
階
ロ
ビ
ー

に
て
行
い
ま
す
。

（
谷
口

茂

記
）

ょ っ と 勉 強
ち 夏

負
け
避
け
て
涼
し
い
温
泉
へ

（
８
月
例
会
）
滋
賀
県
マ
キ
ノ
高

原
温
泉
へ
行
き
ま
し
ょ
う

７
月
は
お
休
み
の
月
で
す
。
８

月
は
ま
だ
暑
い
盛
り
で
す
か
ら
、

山
の
中
の
温
泉
を
探
し
ま
し
た
。

下
界
の
暑
さ
を
忘
れ
て
涼
し
い
と

こ
ろ
で
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

８
月
の
例
会
は
、
滋
賀
県
西
方

の
山
の
中
に
あ
る
「
マ
キ
ノ
高
原

温
泉
さ
ら
さ
」
に
し
ま
す
。

例
区
で
は
、
自
民
・
公
明
共
１
減
と
な
り
、
得

票
数
・
率
と
も
に
減
ら
し
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ

ミ
が
言
う
よ
う
に
自
公
陣
営
が
「
勝
っ
た
」
と

は
い
え
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
改
憲
勢
力
（
自
・
公
・
維
新
・
国

民
な
ど
）
が
、
憲
法
改
定
の
発
議
に
必
要
な
３

分
の
２
議
席
を
上
回
り
ま
し
た
。
岸
田
首
相
は

記
者
会
見
で
「
国
会
で
憲
法
論
議
を
深
め
て
発

議
で
き
る
案
を
ま
と
め
る
努
力
に
集
中
し
た
い
」

と
、
前
の
め
り
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。
が
、

Ｊ
Ｎ
Ｎ
世
論
調
査
で
は
、
参
院
選
の
争
点
で

「
憲
法
改
正
」
は
わ
ず
か
４
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

国
民
は
改
憲
を
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
依

拠
し
て
発
議
を
阻
む
取
り
組
み
を
進
め
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
首
都
東
京
選
挙
区
で
は
、
共
産
党
の

若
者
（
山
添
拓
さ
ん
）
が
上
位
で
当
選
し
ま
し

た
。
若
い
人
た
ち
、
無
党
派
層
の
人
た
ち
が
随

分
応
援
し
た
と
の
こ
と
、
希
望
は
あ
り
ま
す
。

先
ず
は
、
来
る
統
一
地
方
選
に
向
け
て
出
発
進

行
と
参
り
ま
し
ょ
う
。

（
糸
柳

章
司

記
）

参院選の結果をどう見るか

パ
ソ
コ
ン･

ス
マ
ホ
教
室

温
泉
め
ぐ
る
会

サ
ー

ク
ル
短

信

ゴ
ル
フ
場
も
あ
り
、
お
風
呂
に

は
バ
ー
デ
ィ
ー
ゾ
ー
ン
（
別
途
有

料
）
も
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は

温
泉
だ
け
に
し
ま
す
。
温
泉
は

「
ラ
ド
ン
、
フ
ッ
素
イ
オ
ン
含
有

ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
」
で
す
。

お
風
呂
か
ら
出
て
お
天
気
が
良

け
れ
ば
少
し
散
策
も
出
来
ま
す
。

山
の
中
で
少
し
風
が
あ
れ
ば
涼
し

い
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。
夏
の
暑

さ
に
や
ら
れ
た
体
に
や
さ
し
い
涼

風
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

別
紙
申
込
書
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
８
６
―

０
６
４
６
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

（
辻
井

良
和

記
）



ヤ
ッ
タ
ー
！

10
時

25
分
山
頂
到

着
。
や
っ
ぱ
り
山
頂
は
ど
こ
も
素

晴
ら
し
い
。
南
に
経
ヶ
峰
、
錫
杖

湖
、
北
に
御
在
所
岳
な
ど
が
見
え

て
最
高
。
や
っ
ぱ
り
い
い
ね
ー
！

頂
上
で
記
念
撮
影
を
済
ま
せ
下

山
。
難
所
（
岩
場
、
鎖
、
ロ
ー
プ
）

を
慎
重
に
下
っ
て
、
途
中
の
休
憩

所
で
楽
し
い
ラ
ン
チ
。
そ
の
後
は

急
な
尾
根
道
を
下
り
、
柚
木
峠
経

由
で
登
山
口
に
12
時

40
分
に
無

事
到
着
。

今
日
の
ル
ー
ト
は
鎖
場
や
ロ
ー

プ
が
あ
り
私
に
と
っ
て
は
厳
し
い

所
も
あ
り
ま
し
た
が
楽
し
い
一
日

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
末
松
ま
る
み

記
）

８
月
例
会
の
ご
案
内

８
月
の
例
会
は
津
市
の
「
経
ヶ

峰

（
８
１
９
ｍ
）
」
で
す
。

難
度
★

脚
力
★
★

８
月
８
日

（
月
）
7
時
、
鈴
鹿
川
・
河
川
敷

集
合

歩
行
時
間：

６
時
間
（
草

生
神
社
よ
り
往
復
）

出
欠
連
絡
先：

前
田
純
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。

（
前
田

純

記
）

７
月
２
回
目
の
例
会
を

20
日

10
時
か
ら
、
白
子
コ
ミ
セ
ン
で
行

い
ま
し
た
。
４
名
の
参
加
者
で
し

た
。

確
か
め
合
い
な
が
ら
楽
し
み
ま
し

た
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一

度
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

８
月
の
予
定

10
日
（
水
）
10
時
～
ス
ク
エ
ア

ス
テ
ッ
プ
、
13
時
～
踊
る
会

社

福
17
日
（
水
）
10
時
～
ス
ク
エ
ア

ス
テ
ッ
プ
、
11
時
～
踊
る
会

白

７
月
の
例
会
は
、
７
日
、
10
人

の
出
席
で
し
た
。

今
月
は
、
漢
字
ド
リ
ル
は
休
み

ま
し
た
。

毎
月
、
三
重
県
に
伝
わ
る
民
話

７
月
17
日
（
日
）
晴
れ
、
参
加

者
５
名
。

当
初
の
予
定
で
は
7
月

15
日
の

予
定
で
し
た
が
梅
雨
明
け
か
ら
の

雨
続
き
で
、
今
日
一
日
だ
け
の
晴

れ
間
を
利
用
し
て
の
山
行
で
す
。

８
時
40
分
加
太
登
山
口
を
出
発
。

昨
日
ま
で
雨
が
降
っ
て
い
た
の
で

登
山
道
は
濡
れ
て
お
り
木
の
根
や

岩
を
滑
ら
な
い
よ
う
に
慎
重
に
歩

い
て
い
る
と
蒸
し
暑
さ
で
汗
は
ポ

タ
ポ
タ
、
で
も
横
に
は
川
が
あ
り

所
々
滝
の
よ
う
に
も
な
っ
て
い
て
、

そ
の
音
で
少
し
涼
し
さ
を
感
じ
な

が
ら
30
分
ほ
ど
歩
く
と
柚
ノ
木
峠

に
到
着
。
こ
こ
は
風
も
よ
く
通
る

所
で
、
休
憩
用
の
椅
子
も
あ
り
こ

こ
で
少
し
休
憩
。
よ
く
冷
え
た
ス

イ
カ
を
い
た
だ
き
最
高
に
美
味
し

か
っ
た
で
す
。

こ
こ
か
ら
尾
根
道
に
な
る
ら
し

く
、
見
た
だ
け
で
も
急
登
。
山
の

経
験
の
少
な
い
私
は
不
安
で
し
た

が
「
ゆ
っ
く
り
登
れ
ば
大
丈
夫
」

と
声
を
か
け
て
頂
き
、
ま
あ
何
と

か
ク
リ
ア
ー
し
た
の
も
束
の
間
、

こ
こ
か
ら
が
頂
上
直
下
の
難
所
の

岩
場
に
、
鎖
、
ロ
ー
プ
、
緊
張
感

マ
ッ
ク
ス
の
私
は
言
葉
も
出
ず
汗

が
吹
き
出
し
て
「
一
歩
一
歩
慎
重

に
ゆ
っ
く
り
と
」
と
周
り
か
ら
声

を
か
け
て
頂
き
や
っ
と
ゴ
ー
ル
、

錫
杖
が
岳

８
月
例
会

山
歩
会

（
津
市

６
７
６
ｍ
）

を
読
ん
で
い
ま
す
。
先
ず
、
津
市

の
「
名
前
を
か
え
た
こ
ぞ
う
さ
ん
」
。

お
寺
の
和
尚
さ
ん
と
頓
智
の
き
い

た
こ
ぞ
う
さ
ん
た
ち
の
話
で
す
。

次
に
、
伊
賀
上
野
の
「
日
の
丸
長

者
」
。
村
の
長
者
と
太
陽
の
力
比

べ
の
話
で
す
。

２
話
共
、
短
い
話
で
す
が
、
面

白
い
話
で
し
た
。

次
回
は
、
８
月
４
日
（
木
）
10

時
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
研
修
室

Ａ
で
す
。

（
太
田

和
美

記
）

（５） 第３０４号 き ら ら ２０２２．７．２６

音
読
の
会

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

み
ん
な
で
唄
う
会

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

８
月
の
例
会
は
、
中
止
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
中
川

美
代
子

記
）

【
問
題
】
熟
語
・
慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
を
読
み
、
□
に
言
葉
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

海
原

九
十
九
折

深
傷

百
日
紅

百
足

し
た
く

な
ん
ど

か

ぐ
ら

と
こ
な
つ

い
な
か

□
□
（
げ
ん
ち
）
で
□
□
（
し
ゅ
ざ
い
）

す
る

□
□
（
ふ
う
う
）
を
□
（
ふ
せ
）
ぐ

□
□
（
じ
ゅ
ん
い
）
を

□
（
き
そ
）
う

□
□
（
て
ま
）
を
□
（
は
ぶ
）
く

□
（
は
し
ら
）

が
□
□
（
や
ね
）
を
□
（
さ
さ
）
え
る

【
答
え
】

う
な
ば
ら

つ
づ
ら
お
り

ふ
か
で

さ
る
す
べ
り

む
か
で

支
度

納
戸

神
楽

常
夏

田
舎

現
地

取
材

風
雨

防

順
位

競

手
間

省

柱

屋
根

支

（
太
田

和
美

記
）

参
考
資
料
「
熟
語
、
こ
と
わ
ざ
思
い

出
し
テ
ス
ト
」
（
コ
ス
モ
21
発
行
）

さ

頭
の

店

子
コ
ミ
セ
ン

24
日
（
水
）
10
時
～
ス
ク
エ
ア

ス
テ
ッ
プ
、
11
時
～
踊
る
会
、
13

時
～
み
ん
な
で
楽
し
く
唄
う
会

社
福

（
宮
﨑

ヨ
シ
子

記
）

８
月
例
会
は
、
８
月
24
日
（
水
）

13
時
～
社
福
セ
ン
タ
ー
で
す
。

（
澤
井

順
子

記
）

八
月
は
未
定
で
す
。
涼
し
く
な

り
ま
し
た
ら
、
知
多
方
面
へ
お
花

見
に
行
く
予
定
で
す
。

（
三
林

保
子

記
）

花
め
ぐ
る
会

踊
り
の
会

８
月
の
予
定
は
、
10
日
（
水
）

13
時
～
踊
る
会

社
福
、

17
日
（
水
）
11
時
～
踊
る
会

白

子
コ
ミ
セ
ン

24
日
（
水
）
11
時
～
踊
る
会

社

福
ぜ
ひ
お
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
田
中

美
代
子

記
）



（６）第３０４号 き ら ら ２０２２．７．２６

俳
句

山
寺
に
蝉
と
読
経
の
二
重
唱

太
田

和
美

小
坊
主
や
蝉
に
負
け
じ
と
経
を
読
む

た
れ
も
ゐ
ぬ
公
園
葉
桜
し
だ
れ
ゐ
る

三
林

保
子

コ
ー
ヒ
ー
に
ミ
ル
ク
の
渦
の
梅
雨
晴
間

子
も
鴨
も
大
き
く
育
つ
夏
の
日
々

山
中
み
き
を

夏
草
や
刈
っ
て
も
刈
伸
び
て
く
る
っ
て
も

川
柳

自
民
党
何
を
言
っ
て
も
フ
リ
ー
パ
ス

中
村
千
代
子

プ
ー
チ
ン
と
同
じ
夢
見
る
お
友
達

戦
争
は
猿
の
ケ
ン
カ
と
同
じ
こ
と

余
志
嘉
壽

戦
わ
ず
話
せ
ば
平
和
と
納
得
す

わ
た
し
と
憲
法

山
門

リ
ヨ
子

毎
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
ニ
ュ
ー

ス
に
は
胸
が
痛
み
ま
す
。

１
９
４
５
年
８
月
９
日
の
夜
突

然
ソ
連
軍
の
空
襲
を
受
け
、
何
も

持
ち
出
す
こ
と
も
で
き
ず
山
の
中

に
避
難

そ
の
ま
ま
家
に
帰
る
事

も
で
き
ず
に
１
週
間

山
や
橋
の

な
い
川
を
わ
た
っ
て
の
逃
避
行
、

そ
の
間
に
は
何
度
も
ソ
連
機
の
爆

撃
を
受
け
・
・
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
家
を
、
町
を
破

壊
さ
れ
恐
ろ
し
い
思
い
を
し
な
が

ら
避
難
生
活
し
て
い
る
人
々
の
姿

は
あ
の
時
と
同
じ
で
す
。
国
を
守

る
、
国
土
を
守
る
、
平
和
の
た
め

等
き
れ
い
な
言
葉
が
並
び
ま
す
が

国
民
の
命
を
守
る
と
は
聞
こ
え
て

き
ま
せ
ん
。
人
が
い
な
い
、
破
壊

さ
れ
た
国
土
、
美
し
い
自
然
も
な

く
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
文
化
も
す

べ
て
失
っ
て
何
を
守
る
の
で
し
ょ

う
か
？
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
い
う

言
葉
は
も
う
論
外
!!!

話
し
に
も

な
ら
な
い
！

欧
米
（
日
本
も
）

は
武
器
支
援
で
は
な
く
戦
争
を
や

め
さ
せ
る
こ
と
に
全
力
を
注
ぐ
べ

き
で
す
。
武
力
で
は
絶
対
に
平
和

は
守
れ
な
い
の
で
す
。

平
和
憲
法
を
持
っ
て
い
る
日
本

は
も
っ
と
積
極
的
に
国
際
平
和
を

叫
び
、
こ
の
戦
争
を
終
結
さ
せ
る

よ
う
先
頭
に
立
っ
て
ほ
し
い
と
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

お
元
気
で
す
か
組
合
員
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
203
回

樋
口

出
さ
ん

「
気
を
付
け
た
ま
え
、
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
値
が
基
準
値
を
少
し

超
え
て
い
る
。
じ
り
じ
り
と
上
が

る
傾
向
だ
。
」
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値

は
腎
臓
が
悪
く
な
る
と
高
く
な
る
。

腎
臓
は
一
度
壊
れ
た
ら
治
ら
な
い
。

糖
尿
病
が
落
ち
着
い
た
と
思
っ
た

ら
、
今
度
は
腎
臓
病
か
あ
。
精
神

病
院
で
そ
う
聞
い
た
。

大
体
が
な
ぜ
精
神
病
院
に
来
て

い
る
の
か
と
い
う
と
、
23
歳
ご
ろ

統
合
失
調
症
に
な
っ
て
以
来
、
69

歳
の
現
在
ま
で
、
薬
を

46
年
間
に

わ
た
り
飲
み
続
け
て
い
る
。
薬
さ

え
飲
ん
で
い
れ
ば
、
現
在
で
は
何

も
問
題
は
な
い
の
だ
が
。

病
気
だ
ら
け
の
人
生
だ
が
、
幸

い
に
も
娘
も
息
子
も
独
立
し
、
娘

の
子
も
小
学
３
年
生
だ
。
息
子
の

嫁
さ
ん
も
今
、
お
腹
に
赤
ち
ゃ
ん

が
い
る
。
出
産
予
定
日
は
10
日
頃

だ
が
、
無
事
に
産
ま
れ
て
ほ
し
い
。

ま
だ
ま
だ
日
本
の
社
会
は
不
安

だ
ら
け
で
、
こ
の
頃
は
戦
争
さ
え

起
こ
り
か
ね
な
い
の
だ
が
、
よ
き

未
来
を
望
む
気
持
ち
で
一
杯
だ
。

前
回
の
こ
の
欄
に
登
場
さ
れ
た

時
の
筆
者
は
辻
井
良
和
さ
ん
で
し

た
。
退
職
ま
で
の
人
生
や
趣
味
、

病
気
の
事
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た

の
で
、
今
回
は
、
他
の
活
動
家
た

ち
か
ら
「
い
つ
も
活
動
日
に
は
樋

口
さ
ん
が
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
」

と
聞
い
て
い
た
の
で
、
退
職
後
の

社
会
的
な
活
動
（
運
動
の
方
が
い

い
か
）
に
つ
い
て
の
メ
モ
を
、
書

い
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
た
ら
、

上
述
の
文
章
が
届
い
た
。
樋
口
さ

ん
の
照
れ
隠
し
か
。
（
勝
谷
鐵
幸

記
）

文

樋
口

出

写
真

勝
谷

鐵
幸

今
こ
そ
日
本
国
憲
法
が
生
か
さ

れ
る
大
切
な
時
で
す
。
そ
れ
を
改

憲
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
。

世
界
平
和
を
謳
っ
て
い
る
こ
の

憲
法
の
精
神
を
守
る
の
は
私
達
日

本
人
の
義
務
で
す
。

き
ら
ら
文
芸

一
難
去
っ
て
ま
た
一
難

平
和
憲
法
の
日
本
は
こ
の
戦
争
を
終
結
さ
せ
よ

編
集
後
記

◆
コ
ロ
ナ
の
拡
大
が
止
ま
り
ま

せ
ん
。
な
の
に
ま
だ
接
種
券
が

来
ま
せ
ん
。
３
回
目
は
２
月

26

日
で
し
た
か
ら
、
今
日
で
５
ヶ

月
経
ち
ま
し
た
。
抗
体
値
が
ゼ

ロ
に
近
い
の
で
、
早
く
４
回
目

を
接
種
し
た
い
の
で
す
。

◆
安
倍
元
首
相
の
国
葬
が
岸
田

政
権
で
行
わ
れ
ま
す
。
国
を
二

分
し
、
安
倍
政
治
賛
美
、
そ
の

価
値
観
を
押
し
付
け
ら
れ
る
の

は
ご
め
ん
で
す
。

◆
個
人
は
年
間
１
０
０
０
円
の

「
み
え
森
と
緑
の
県
民
税
」
を

払
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
青
少

年
の
森
を
壊
し
て
サ
ッ
カ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
を
作
る
の
は
絶
対
、

絶
対
に
許
せ
な
い
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）



（７） 第３０４号 き ら ら ２０２２．７．２６

女性部の予定

８月５日（金）

女性部世話役会

８月 24 日（水）

県女性部役員会

絵手紙 提供 宮﨑 ヨシ子

楽
し
い
活
動
が
出
来
る
よ
う

澤
井

順
子

一
ヶ
月
に
一
度
、
何
と
か
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

に
関
係
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
で
い
ろ
い
ろ

な
事
も
出
来
ず
、
で
も
、
み
ん
な
集
ま
っ
て
来
て

い
ま
し
た
。
女
性
部
世
話
役
の
方
も
何
も
で
き
な

く
て
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

早
く
コ
ロ
ナ
が
収
ま
り
、
み
ん
な
で
大
笑
い
し

て
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
や
カ
ル
タ
、
百
人
一
首
な
ど
、

楽
し
め
た
ら
い
い
で
す
ね
。
役
員
と
い
う
だ
け
で

何
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
年
一
年
は
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
と
世
話
役

樋
口

み
え
子

今
日
も
朝
か
ら
蝉
が
う
る
さ
い
。
朝
食
作
り
に
ラ

ジ
オ
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
も

聞
こ
え
な
い
ほ
ど
で
す
。
庭
に
は
蝉
が
這
い
出
た
で

あ
ろ
う
穴
が
い
く
つ
も
あ
り
、
至
る
所
に
抜
け
殻
が

落
ち
て
い
ま
す
。
面
白
い
こ
と
に
、
あ
れ
ほ
ど
う
る

さ
い
声
も
、
10
時
頃
に
な
る
と
ピ
タ
ッ
と
静
か
に
な

る
の
で
す
。
ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後

に
は
、
赤
と
ん
ぼ
が
風
に
乗
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

豪
雨
で
流
れ
着
い
た
側
溝
の
ザ
リ
ガ
ニ
は
、
ま
だ
真
っ

赤
に
な
る
前
の
よ
う
で
す
。
大
人
の
自
由
研
究
で
す
。

若
い
人
の
出
現
を
期
待

中
川

信
子

久
し
振
り
の
雨
上
が
り
の
夕
、
縁
台
に
座
り
、
最

ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
自
由
研
究

小
磯

た
か
子

五
月
の
女
性
部
総
会
で
昨
年
度
に
続
き
、
会
計

を
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
も
一
向
に
収
束
の
目
途
が
立
た
ず
、

ま
す
ま
す
感
染
が
拡
が
る
傾
向
に
あ
り
、
組
合
活

動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
も
い
ろ
い
ろ
制
約
さ
れ
、
計

画
、
実
施
も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
況
で
す
が
、
皆
様
と

出
来
る
限
り
、
連
絡
を
密
に
と
り
、
少
し
で
も
楽

し
い
組
合
活
動
が
出
来
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

シ
ャ
ボ
ン
玉
飛
ん
だ三

林

保
子

初
め
て
女
性
部
世
話
役
を
お
引
き
受
け
し
て
か

ら

16
年
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み
よ
う
か
な
と
今

特 集 新役 員 の抱負

に
せ
ず
い
つ
ま
で
も
平
和
で
。

年
も
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
１
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
、
や
っ
と
女
性
部
の
書
記
を
若
い
坂
地
里

子
さ
ん
に
代
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
ホ
ッ
と
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
若
い
人
が
も
っ
と
、
も
っ
と
出
て
き

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

出
来
る
こ
と
を
ボ
チ
ボ
チ

中
川

美
代
子

２
０
２
２
年
度
女
性
部
世
話
役
に
昨
年
度
に
続
き

な
り
ま
し
た
が
、
年
齢
も

83
歳
に
な
り
、
車
の
運

転
も
子
供
に
う
る
さ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

鈴
鹿
は
ど
こ
へ
行
く
に
も
交
通
の
便
が
な
い
の
で
、

車
な
し
で
は
ど
こ
へ
も
出
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

女
性
部
の
活
動
も
、
私
で
出
来
る
こ
と
を
他
の
役

員
さ
ん
の
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に
ボ
チ
ボ
チ

と
つ
い
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

近
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
飛
ば
す
子
供
っ
て
見
か
け
な
く
な
っ

た
な
あ
と
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
歌
」
を
思
い
出
し
、
口

ず
さ
ん
で
み
る
。
野
口
雨
情
の
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
飛
ん

だ

屋
根
ま
で
飛
ん
だ

生
ま
れ
て
す
ぐ
に
こ
わ
れ

て
消
え
た
」
こ
れ
っ
て
切
な
く
悲
し
い
歌
で
す
ね
。

今
行
わ
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
。
シ
ャ

ボ
ン
玉
は
戦
争
と
い
う
過
ち
に
よ
り
命
を
一
瞬
に
し

て
奪
わ
れ
た
人
達
を
例
え
て
い
る
よ
う
な
歌
詞
。
悲

し
い
歌
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

ま
た
嫌
な
八
月
が
来
ま
す
。
日
本
に
落
と
さ
れ
た

原
爆
や
空
爆
の
惨
状
を
踏
ま
え
て
、
日
本
は
立
派
な

憲
法
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
脳
裏
に
は
戦
争
で
無
残

に
亡
く
な
っ
た
人
々
の
姿
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

で
も
今
ま
さ
に
日
本
国
憲
法
で
あ
る
平
和
主
義
は
壊

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
歴
代
政
権
が
「
不
可
能
」
と
い
っ

た
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
」
を
「
解
釈
改
憲
」
な
る

手
段
で
「
可
能
」
に
変
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
、

敗
戦
か
ら
平
和
憲
法
の
七
十
七
年
絶
対
シ
ャ
ボ
ン
玉



（８）第３０４号 き ら ら ２０２２．７．２６

（一人分）豚肉薄切り３枚 キャベツ１枚半

玉ねぎ1/4 マヨネーズ大１ 味噌大１（赤白どちら

でも）

①豚肉は、３㎝位に切り、キャベツはざっく

り切り、玉ねぎは厚めのスライス。

②マヨネーズはフライパンに入れ、豚肉と玉ねぎを炒

め、豚肉に火が通ったらキャベツを入れ炒める。

③炒めた材料の中に、味噌を入れてとかし、炒めて出

来上がり。

※油を使わないのでヘルシーです。ご飯が進みます。

材料

（定永 陽子）

作り方

支部日誌

６月24日(金)｢きらら｣編集･発行･連絡会
26日(日)森の会議 10～ 白子公民館
29日(水)４～６月生まれ誕生会

７月２日(土)暮らし福祉助け合い部 部会
５日(火)山歩会 いなべ「藤原岳」
６日(水)第３回組織部会 （13:30～白子ｺﾐｾﾝ)
７日(木)音読の会 10時～ジェフリー
８日(金)第３回執行委員会(13:30～ジェフリー)

パソコン・スマホ教室 10時～
９日(土)「きらら」編集会議

おしゃべりカフェ 市役所Ｆ15
13日(水)スクエアステップ･踊る会
15日(金)山歩会 津 「錫杖岳」

卓球を楽しもう
16日(土)映画「グレタひとりぼちの挑戦」
20日(水)グラウンドゴルフ 御座池公園

スクエアステップ・踊る会
21日(木)ピアノと共に歌おう11～山門さん宅
26日(火)｢きらら｣編集･発行･連絡会
27日(水)スクエアステップ・踊る会

みんなで唄う会 13時～
８月３日(水)第4回組織部会（13:30～白子ｺﾐｾﾝ)

３～６日（水～土）原爆と人間展
４日(木)音読の会
４～６日（木～土）原水爆禁止世界大会
５日(金)第4回執行委員会(13:30～ジェフリー)
６日(土)「きらら」編集会議
８日(月)山歩会 経が峰（819ｍ）
10日(水)スクエアステップ 10時 社福

踊る会 13時 社福
12日(金)パソコン・スマホ教室 10時
17日(水)スクエアステップ 10時 白子ｺﾐｾﾝ

踊る会 13時 白子ｺﾐｾﾝ
グラウンドゴルフ 9時 御座池公園

18～21日（木～日）平和のメッセージ展
19日(金)卓球を楽しもう
21日(日)映画「ヒロシマへの誓い」上映会
22日(月)史跡めぐる会 会合
24日(水)スクエアステップ 10時 社福

踊る会 11時 社福
みんなで楽しく唄う会 13時 社福

26日(金)｢きらら｣編集･発行･連絡会

催
し
物
案
内

①
８
月
３
日
（
水
）
～
６
日
（
土
）

市
役
所
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

②
８
月
４
日
（
木
）
～
６
日
（
土
）

視
聴
会
場

鈴
鹿
民
商
２
階

参
加
費

一
人
１
日
２
０
０
０
円

③
８
月
18
日
（
木
）
～
21
日
（
日
）

市
立
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

展
示
（
戦
時
品
、
鈴
鹿
に
も
戦
争
が
あ
っ
た
他
）
・

朗
読
と
お
話
（
21
日
13

時
）
・
紙
芝
居
・

ア
ニ
メ
映
画
（
毎
日
11
時

と
14
時
）

④

～
サ
ー
ロ
ー
節
子
と
と
も
に
～

８
月
21
日
（
日
）
14
時
か
ら
15
時
30
分

三
重
県
人
権
セ
ン
タ
ー
１
階

無
料

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

豚肉とキャベツの

味噌マヨ炒め

わたしのレシピ

原
水
爆
禁
止
２
０
２
２
年
世
界
大
会

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
よ
う

原
爆
と
人
間
展

映
画
「
ヒ
ロ
シ
マ
へ
の
誓
い
」
上
映
会

イ
ラ
ス
ト

樋
口

出

《サークルへは乗る人も乗せる人も助け合いの心で気軽に乗り合わせて行きましょう。》

サークル掲示板
サークル名 サークル連絡先 次回例会

山歩会 前田 純（℡ 374-4596） ８月８日(月)津市｢経が峰」連絡前田純さんへ
グラウンドゴルフ 佐藤 元教（℡08015737787）８月17日(水)９:00～御座池公園(雨天８月19日)
卓球を楽しもう 桑原 篤（℡ 374-2894) ８月19日(金)13:30～白子コミセン２Fホール
史跡めぐりの会 谷口 茂（℡09066103773) ８月22日(月)会合（13:30～ 市役所15階）
トラベルの会 定永 陽子 (℡09054549580）７月休み。
温泉めぐる会 辻井 良和（℡ 386-0529） ７月休み。８月「マキノ高原温泉さらさ」
パソコン･スマホ教室 中川 信子（℡ 388-0427） ８月12日（金）10時～ 白子コミセン
音読の会 太田 和美（℡ 383-4545） ８月４日（木）ジェフリー10時
おしゃべりカフェ 中川美代子（℡ 386-6883） ７・８月休み。

樋口みえ子（℡ 387-4889）
スクエアステップ 宮﨑ヨシ子（℡ 378-7510) ８月10・17・24日(水)10～順に社福、白子、社福
みんなで唄う会 澤井 順子（℡ 378-6021） ８月24日(水)13時～ 社福
花めぐる会 三林 保子（℡ 382-6183） ７・８月休み。９月未定。
踊りの会 田中美代子 (℡ 374-1786) ８月10・17・24日（水）順に13・11・11時～
これってなーに 中川 信子 (℡ 388-0427） ８月休み。


